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去
る
10
月
11
日
（
土
）
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
青
垣
で
、
恒
例
の
「
丹

波
市
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
丹
波
市
内
の

小
・
中
学
校
の
希
望
す
る
児
童
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
小
学
校

は
、
５
，
６
年
生
が
対
象
） 

本
校
も
、
５
，
６
年
生
12
名
全

員
（
５
年
生
７
名
、
６
年
生
５
名
）

が
、
４×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
男

子
・
女
子
）
や
１
，
５
０
０
ｍ
（
男

子
）
、
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
（
男
子
）、

走
り
幅
跳
び
（
男
子
・
女
子
）、
ボ

ー
ル
投
げ
（
男
子
・
女
子
）
に
参

加
し
、
全
力
を
出
し
切
り
ま
し

た
。 そ

う
し
た
中
で
、
６
年
男
子
走

り
幅
跳
び
で
は
、
塚
原
紘
大
さ
ん

が
決
勝
に
進
み
、
２
位
（
４
ｍ
07

ｃ
ｍ
）
に
入
賞
し
ま
し
た
。  

ま
た
、
６
年
男
子
４×

１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
（
予
選
４
組
、
タ
イ
ム

レ
ー
ス
）
で
は
、
３
組
に
出
場
し
、

組
内
１
位
（
57
秒
９
）
で
予
選
を

通
過
し
、
決
勝
で
は
５
位
（
58
秒

７
）
に
入
賞
し
ま
し
た
。
本
校
の

６
年
男
子
は
全
員
で
４
名
（
衣
川

大
暉
さ
ん
、
塚
原
紘
大
さ
ん
、
足

立
和
馬
さ
ん
、
清
水
修
成
さ
ん
）

で
、
補
欠
選
手
は
い
ま
せ
ん
。
こ

の
４
名
が
個
々
の
能
力
を
力
一

杯
発
揮
し
、
５
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。 全

校
児
童
数
34
名
の
小
規
模

校
で
あ
る
本
校
に
と
っ
て
は
、
例

年
を
超
え
る
好
記
録
・
好
結
果

で
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
喜
び
合

い
、
感
動
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。 

私達にとっても嬉しい連絡をいただき、ありがとうございます！本当に嬉しいです！ 特にリレーは、個々の能力を一つにしないといけないの

でびっくりです！  

 私達はきっかけにしか過ぎず、先生方の地道な取り組みの成果だと思います！  

 遠阪小学校の雰囲気と素直でのびのびとした子どもたちが大好きなので、またいつでもご協力させていただきます！ 今後ともよろしくお願い

いたします！                                                                             [荒川さん、山本さんからのメールより] 

第１回：平成２６年５月１日（木）  【１～４年対象】 

      【指導者】ＩＮＡＣ神戸レオネッサ サッカースクール  

コーチ 米津美和さん、石丸 治さん 

第２回：平成２６年６月２３日（月） 【全学年対象】 

      【指導者】大阪ガス ＮＯＢＹ Ｔ＆Ｆ ＣＬＵＢ 

           コーチ 荒川大輔さん、山本慎吾さん 

第３回：平成２６年１０月８日（水） 【５年対象】  

      ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」 

       ※青垣地域小学校合同実施【丹波市教育委員会】 

      【指導者】元Ｊリーガー 永島昭浩さん 

第４回：平成２７年１月下旬（予定） 【全学年対象】  

     【指導者】なわとび世界チャンピオン 木内友也さん 

「丹波市リレーカーニバル」での遠阪っ子の活躍 

リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
で
の
こ

の
喜
び
を
伝
え
る
た
め
、
早
速
、

大
阪
ガ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｙ 

Ｔ
＆
Ｆ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
荒
川
大
輔
さ
ん
と

山
本
慎
吾
さ
ん
に
、
電
子
メ
ー

ル
で
報
告
方
々
お
礼
の
言
葉
を

伝
え
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
お
伝
え
し
て
い
ま

す
よ
う
に
、
荒
川
さ
ん
と
山
本

さ
ん
は
、
陸
上
競
技
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
で
、
１
学
期
（
６
月

23
日
）
に
は
本
校
を
訪
問
し
て

い
た
だ
き
、
全
校
児
童
に
陸
上

運
動
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
荒
川
さ
ん
に
は
走
り

幅
跳
び
を
、
山
本
さ
ん
に
は
短

距
離
走
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

お
二
人
に
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
の
結
果
を
報
告
し
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
返
信
メ
ー
ル
が
あ

り
ま
し
た
。 

▶
丹
波
市
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

６
年
生
男
子
４×

１
０
０
ｍ 

リ
レ
ー
決
勝 

本
校
は
本
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、「
夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
校

の
学
校
教
育
目
標
「
夢
や
目
標
を

持
っ
て
学
び
続
け
る
心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
児
童
の
育
成
」
を
め
ざ

し
、「
夢
」
を
持
ち
、「
目
標
」
に
向

か
っ
て
積
極
的
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

す
る
遠
阪
っ
子
を
育
て
た
い
と
の

強
い
願
い
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に

手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
意
味
を
込
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招

き
、
夢
や
目
標
を
持
ち
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に

運
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
な
ど
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。 本

年
度
は
、
す
で
に
３
回
実
施

し
、
次
の
と
お
り
計
４
回
実
施
す

る
計
画
で
す
。
先
に
述
べ
た
荒
川

さ
ん
、
山
本
さ
ん
の
来
校
も
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
強
い
お
力
添
え

の
賜
物
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

ク
ト
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し

て
招
き
、
夢
や
目
標
を
持
ち
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
に
運
動
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
す
で
に
３
回
実

施
し
、
次
の
と
お
り
計
４
回
実

施
す
る
計
画
で
す
。
先
に
述
べ

た
荒
川
さ
ん
、
山
本
さ
ん
の
来

校
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
強

い
お
力
添
え
の
賜
物
で
実
現
し

た
も
の
で
す
。 

遠
阪
小
「
夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！ 

 

以上のように、本校では、年間計画に位置付け、

様々な「仕掛け」を企画して、ゲストティーチャーな

ど外部指導者の応援も得ながら、心豊かでたくまし

い遠阪っ子の育成に取り組んでいます。また、取組を

進める過程にはいつも、遠阪自治協議会やＰＴＡな

ど、地域や保護者の皆様方の絶大なるご支援ご協力

があり、深く感謝しております。 

本校では、一人一人の力の結集を「遠阪力」と呼ん

でいます。まさに、学校と家庭と地域が手を携えた遠

阪地域の「遠阪力」で、かけがえのない地域の宝であ

る「遠阪っ子」を育てていきましょう。 

何とぞご理解ご協力を賜りますよう 

お願い申し上げます。 

 

荒川大輔さん・山本慎吾さん(大阪ガス NOBY T&F CLUB)へのお礼 


